
7
・
8
月
の
担
当
医

7 月
2
日
（
日
）
細
江
昭
比
古
（
市
立
中
原
診
療
所
）

9
日
（
日
）
小
池
利
幸
（
小
池
医
院
）

16
日
（
日
）
藤
岡
　
均
（
藤
岡
医
院
）

17
日
（
　
）
黒
木
尚
之
（
黒
木
医
院
）

23
日
（
日
）
大
林
秀
成
（
萩
原
北
醫
院
）

30
日
（
日
）
中
田
宗
彦
（
中
田
医
院
）

8 月
6
日
（
日
）
今
井
直
人
（
花
田
医
院
）

11
日
（
　
）
阿
部
親
司
（
阿
部
医
院
）

13
日
（
日
）
近
藤
史
郎
（
近
藤
医
院
）

20
日
（
日
）
村
瀬
寛
紀
（
村
瀬
眼
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

27
日
（
日
）
奥
村
昇
司
（
お
く
む
ら
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

※
都
合
に
よ
り
担
当
医
が
変
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
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下
呂
市
森
８
０
１
‐
10（
下
呂
市
民
会
館
内
）

　

24
‐
１
２
０
０

　

診
療
科
目
　　
内
科
、
小
児
科

　
　
　
　
　
　
（
急
病
患
者
に
限
り
ま
す
）

　

診
療
日　
　

日
曜
、
祝
日
、
年
末
年
始

　

診
療
時
間　　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

※
受
診
の
際
は
、
必
ず
保
険
証
や
お
薬
手

帳
（
あ
る
場
合
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
急
病
患
者
専
用
の
た
め
、
平
常
継
続
し

て
受
け
て
い
る
治
療
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

※
事
前
電
話
の
方
の
診
察
を
優
先
に
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
事
前
に
電
話
を
し
て
か
ら
お
越
し
く
だ

　
さ
い
。（
予
約
は
で
き
ま
せ
ん
）

※休日診療所の担当医は、地上デジタル放送ぎふチャン（8ch）のデータ放送でもご覧いただけます。

月
・祝

金
・祝

　

皆
さ
ん
か
ら
の
「
献
血
」
に
よ
っ
て
多

く
の
患
者
さ
ん
が
救
わ
れ
て
い
ま
す
。
一

人
で
も
多
く
の
方
を
救
う
た
め
、
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

お
互
い
を
支
え
合
う
献
血
。
あ
な
た
も

き
っ
と
、
い
の
ち
を
つ
な
ぐ
人
に
な
れ
る

は
ず
で
す
。

　

献
血
に
行
こ
う

　
　
　
　
　
　

～
７
月
の
献
血
日
程
～

　

28
日
（
金
）

　

星
雲
会
館   

10
時
30
分
～
12
時
30
分

　
　
　
　
　
　
　
　
【
４
０
０
㎖
限
定
】

　

ト
ヨ
タ
カ
ロ
ー
ラ
岐
阜　

下
呂
店

　
　
　
　
　
　
　
　

14
時
～
16
時
30
分

　

29
日
（
土
）

　

下
呂
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
ピ
ア　

　
　

10
時
～
11
時
30
分　

13
時
～
16
時

　
　
　
　
　
　
　
　
【
４
０
０
㎖
限
定
】

■
必
要
な
人
に
血
液
が
届
け
ら
れ
な
く
な
る
？

　

治
療
な
ど
で
輸
血
が
必
要
と
な
る
人
の

８
割
以
上
が
50
歳
以
上
で
、
高
齢
化
が
進

む
に
つ
れ
て
、
輸
血
が
必
要
な
人
の
増
加

が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
10
代
・
20
代
の
若
年
層
、

さ
ら
に
30
代
の
献
血
者
は
こ
の
10
年
で

30
％
（
約
89
万
人
）
も
減
少
し
て
い
ま
す
。

若
年
層
の
献
血
離
れ
が
続
く
と
、
輸
血
が

必
要
な
人
に
血
液
が
届
け
ら
れ
な
い
事
態

に
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
状
態

に
な
ら
な
い
よ
う
一
人
で
も
多
く
の
方
、

特
に
若
い
世
代
の
方
に
、
献
血
に
ご
協
力

い
た
だ
く
必
要
が
あ
る
の
で
す
。

■
献
血
は
誰
で
も
で
き
る
支
え
あ
い

　

献
血
は
、
16
歳
か
ら
69
歳
ま
で
で
一
定

体
重
以
上
の
健
康
な
人
で
あ
れ
ば
誰
で
も

で
き
ま
す
（
表
）。

■
な
ぜ
献
血
が
必
要
な
の
？ 

　

日
本
国
内
で
は
、
１
日
あ
た
り
約
３
千

人
の
患
者
さ
ん
が
輸
血
を
受
け
て
い
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

医
療
が
進
歩
し
た
現
代
で
も
血
液
は
人

工
的
に
作
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ま
た
、
長

期
間
保
存
す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
病
気
や
け
が
の
治
療
の
た
め
、
輸

血
や
血
液
製
剤
を
必
要
と
す
る
人
達
が
多

く
い
ま
す
。
ま
た
、
患
者
さ
ん
に
よ
っ
て

は
大
量
の
輸
血
を
必
要
と
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
輸
血
に
必
要
な
血
液
を
確
保
す

る
た
め
に
は
、
一
時
期
に
偏
る
こ
と
な

く
、
１
日
あ
た
り

約
１
万
５
千
人
の

方
に
献
血
に
ご
協

力
い
た
だ
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

  

い
の
ち
を
つ
な
げ
る
献
血

      

～
献
血
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
～

健康医療課

表　全血献血採血基準

※65 歳以上は 60 ～ 64 歳の間に献血記録がある人

種類

項目

全 血 献 血

200ml 400ml

年
齢

体
重

男性

女性

男性

女性

16～69歳※

50kg 以上
45kg 以上

40kg 以上

17～69歳※

18～69歳※
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汗 の 話

　

汗
を
か
く
季
節
で
す
。
汗
に
は
生
命
を
守
る
大
き

な
働
き
が
二
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
体
温
の
調
節
、

も
う
一
つ
は
皮
膚
の
保
護
で
す
。
こ
の
汗
を
出
す
機

能
は
主
に
エ
ク
リ
ン
汗
腺
が
担
っ
て
い
ま
す
。

　

エ
ク
リ
ン
汗
腺
は
一
部
を
除
く
全
身
の
皮
膚
に

あ
り
、
額
、
手
の
ひ
ら
、
足
の
裏
、
腋
下
に
最
も

多
く
分
布
し
て
い
ま
す
。
総
数
は
３
０
０
万
個
ほ

ど
で
、
１
㎠
あ
た
り
１
３
０
～
６
０
０
個
あ
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
小
児
と
成
人
と
で
は
汗
腺
の

数
に
差
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

全
て
の
汗
腺
が
働
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
て
、

住
ん
で
い
る
地
域
、生
活
環
境
な
ど
で
働
く
汗
腺
（
能

動
汗
腺
）
の
数
は
変
わ
り
ま
す
。
能
動
汗
腺
の
数
は

２
～
３
歳
で
決
ま
り
、
生
涯
を
通
じ
て
こ
の
数
は
変

わ
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
時
期
に
汗

を
か
か
な
い
と
能
動
汗
腺
が
少
な
く
夏
バ
テ
し
や

す
い
体
に
な
り
ま
す
。
エ
ア
コ
ン
生
活
に
慣
れ
た

世
代
で
は
あ
ま
り
汗
を
か
か
な
く
て
こ
れ
が
体
調

不
良
の
一
因
と
も
な
り
ま
す
。
発
汗
は
自
律
神
経

に
支
配
さ
れ
て
い
る
の
で
発
汗
が
少
な
く
な
れ
ば

自
律
神
経
の
不
調
に
も
な
り
ま
す
。

　

能
動
汗
腺
の
数
は
加
齢
と
と
も
に
減
少
し
ま

す
。
加
齢
と
と
も
に
活
動
量
が
減
少
す
る
と
発
熱

量
も
減
り
、発
汗
の
必
要
性
も
減
っ
て
く
る
の
で
、

足
の
先
か
ら
太
腿
、
腰
へ
と
汗
腺
の
数
が
減
っ
て

い
き
ま
す
。
汗
腺
の
数
が
減
る
と
体
温
調
節
機
能

が
低
下
し
、
体
に
熱
が
こ
も
り
や
す
く
、
暑
さ
や

の
ど
の
渇
き
を
感
じ
に
く
い
こ
と
が
重
な
っ
て
熱

中
症
に
な
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

汗
腺
も
ほ
か
の
臓
器
と
同
じ
よ
う
に
使
わ
な

け
れ
ば
そ
の
機
能
は
徐
々
に
衰
え
て
い
き
ま
す
。

こ
の
衰
え
は
年
齢
に
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。
汗

を
か
く
の
は
体
温
を
下
げ
る
の
が
目
的
で
す
。

若
い
こ
ろ
か
ら
日
常
生
活
の
中
で
汗
を
か
き
、

汗
腺
を
鍛
え
る
習
慣
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

冷
暖
房
に
頼
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

も
ち
ろ
ん
発
汗
機
能
が
低
下
し
体
温
調
節
が
困
難

な
高
齢
者
で
は
暑
い
季
節
に
は
エ
ア
コ
ン
の
積
極

的
な
利
用
が
望
ま
れ
る
の
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま

せ
ん
。
汗
腺
を
鍛
え
る
最
も
簡
単
で
効
果
的
な
の

は
半
身
浴
で
す
。
毎
日
、
入
浴
後
に
た
っ
ぷ
り
汗

を
か
い
て
体
温
を
下
げ
る
こ
と
が
汗
腺
の
本
来
の

機
能
を
鍛
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

汗
の
も
う
一
つ
の
役
割
は
皮
膚
を
外
界
の
様
々

な
刺
激
か
ら
守
り
、
肌
の
若
さ
を
保
つ
こ
と
で
す
。

皮
膚
に
は
各
種
の
細
菌
が
常
在
し
て
お
り
バ
ラ
ン

ス
を
と
っ
て
生
活
し
て
い
ま
す
。
あ
る
種
の
常
在
菌

は
汗
や
皮
脂
を
栄
養
源
と
し
て
脂
肪
酸
な
ど
を
作

り
出
し
天
然
の
保
湿
剤
と
な
っ
て
皮
膚
を
弱
酸
性

に
保
ち
病
原
菌
の
増
殖
を
抑
え
て
い
ま
す
。
汗
を
か

か
な
い
と
皮
膚
は
乾
燥
し
、
こ
の
バ
ラ
ン
ス
が
狂
っ

て
様
々
な
皮
膚
ト
ラ
ブ
ル
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

し
っ
か
り
と
汗
を
出
し
て
常
在
菌
の
生
育
を
保
護

す
る
事
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
汗
を
か
い
た
皮
膚
は

清
潔
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
常
在
菌
を
減

ら
さ
な
い
よ
う
洗
い
す
ぎ
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。

　

汗
は
皮
膚
か
ら
蒸
発
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
本
来

の
機
能
を
果
た
し
ま
す
。
し
か
し
、
吹
き
出
た
汗

を
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
皮
膚
の
表
面
に
汚

れ
が
た
ま
っ
て
汗
の
出
口
が
詰
ま
っ
て
あ
せ
も
が

で
き
ま
す
。
吹
き
出
た
汗
は
そ
の
ま
ま
に
し
な
い

で
、
こ
ま
め
に
汗
を
拭
い
た
り
、
シ
ャ
ワ
ー
、
着

替
え
る
な
ど
の
対
策
を
と
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

汗
を
感
じ
な
く
て
も
一
日
６
０
０
～
７
０
０
㎖

が
発
汗
に
よ
り
皮
膚
か
ら
、
呼
気
か
ら
は
１
５
０
～

４
５
０
㎖
の
水
分
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。
適
切
な
水

分
補
給
を
心
が
け
皮
膚
の
若
さ
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

　

下
呂
市
立
金
山
病
院　

顧
問　

古
田
智
彦

　

蚊
は
感
染
症
を
媒
介
す
る
害
虫
で
す
。
感
染

症
患
者
の
血
液
を
吸
っ
た
蚊
の
体
内
で
ウ
イ
ル

ス
が
増
殖
し
、
ウ
イ
ル
ス
を
保
有
し
た
蚊
に
刺

さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
感
染
し
ま
す
。
代
表
的
な

感
染
症
は
マ
ラ
リ
ア
や
デ
ン
グ
熱
、
ジ
カ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
（
ジ
カ
熱
）
で
す
。
妊
婦
が
ジ
カ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
感
染
す
る
と
、
胎
児
に
小

頭
症
が
発
生
す
る
リ
ス
ク
が
あ
る
と
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。
海
外
渡
航
時
だ
け
で
は
な
く
、
日

頃
か
ら
蚊
に
刺
さ
れ
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ

う
。
蚊
の
発
生
予
防
に
は
、
ボ
ウ
フ
ラ
の
生
息

す
る
水
場
を
な
く
す
こ
と
が
効
果
的
で
す
。
ボ

ウ
フ
ラ
は
少
し
の
水
場
で
も
成
長
で
き
る
た
め
、

放
置
さ
れ
水
が
溜
ま
っ
た
容
器
を
撤
去
す
る
、

週
に
１
度
は
水
を
交
換
し
て
清
掃
す
る
な
ど
ボ

ウ
フ
ラ
が
成
長
で
き
な
い
環
境
を
作
り
ま
し
ょ

う
。
蚊
の
発
生
を
減
ら
し
快
適
に
過
ご
す
た
め
、

自
宅
の
周
り
の
環
境
を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

下
呂
温
泉
病
院
で
は
、
平
成
26
年
度
か
ら
関
係
者

に
よ
る
「
下
呂
地
域
認
知
機
能
低
下
予
防
研
究
会
」

を
立
ち
上
げ
、
認
知
症
の
早
期
発
見
及
び
予
防
を
目

指
し
た
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は

県
の
支
援
も
い
た
だ
き
、
認
知
症
の
早
期
診
断
が
で

き
る
「
も
の
忘
れ
ド
ッ
ク
」
体
験
事
業
を
計
画
し
ま

し
た
の
で
次
の
と
お
り
受
診
者
を
募
集
し
ま
す
。

実
施
日
：
平
成
29
年
８
月
～
12
月　

１
日
１
人

　

※
１
日
で
検
査
か
ら
結
果
の
説
明
ま
で
行
い
ま
す
。

対
象
者
：
当
院
診
療
圏
の
住
民
（
年
齢
制
限
な
し
）

対
象
人
数
：
先
着
20
名

検
査
内
容
：
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
・
血
液
検
査
・
認
知
症
テ
ス
ト

検
査
場
所
：
総
合
健
診
セ
ン
タ
ー

検
査
料
金
：
１
０
０
０
０
円
（
自
己
負
担
）

　

※
県
の
基
金
事
業
か
ら
助
成
を
受
け
て
い
ま
す
。

募
集
期
間
：
平
成
29
年
７
月
５
日
㈬
～
31
日
㈪

そ
の
他
：
●
下
呂
地
域
認
知
機
能
低
下
予
防
研

究
会
で
検
査
結
果
を
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
認
知
症
予
防
リ
ハ
ビ
リ
（
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
込
方
法
：
電
話
予
約
（
平
日
９
時
～
17
時
）

問
合
先
：
☎
０
５
７
６
・
23
・
２
２
２
２

　
　
（
内
線
２
１
１
４
）
事
務
局
経
営
企
画
課

　

各
種
就
職
相
談
の
ほ
か
、
再
就
職
に
役
立

つ
各
種
研
修
の
実
施
、
紹
介
を
し
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
先
：
岐
阜
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
飛
騨
サ

テ
ラ
イ
ト
☎
０
９
０
・
５
１
１
７
・
４
０
８
２

（
毎
週
木
曜
日
９
時
～
16
時　

祝
日
年
末
年
始
は

休
み
）、
岐
阜
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
岐
阜
本
所

☎
０
５
８
・
２
７
７
・
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０

　

飛
騨
で
安
心
し
て
子
供
を
生
み
育
て
る
環
境

を
維
持
す
る
た
め
に
は
ど
う
し
て
い
く
べ
き
か
」

に
つ
い
て
、
専
門
家
か
ら
の
情
報
提
供
を
い
た

だ
き
、
考
え
ま
す
。

日
時
：
７
月
15
日
㈯ 

13
時
30
分
～
16
時
30
分
（
13
時
開
場
）

場
所
：
高
山
市
役
所
大
会
議
室

主
催
：
飛
騨
三
市
一
村

蚊
に
ご
注
意
を

看
護
師
、
准
看
護
師
、
保
健
師
、

助
産
師
の
再
就
職
を
応
援
し
ま
す
！

飛
騨
地
域
周
産
期
医
療
に
関
す
る
講
演
会

も
の
忘
れ
ド
ッ
ク
、
受
け
て
み
ま
せ
ん
か


